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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社が平成27年８月12日に提出いたしました第42期第１四半期報告書（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30

日）において経費の追加計上を行ったことにより四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引

法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

注記事項

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第１四半期連結
累計期間

第42期
第１四半期連結

累計期間
第41期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 （百万円） 12,343 11,245 51,450

経常利益 （百万円） 2,166 812 6,797

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,302 344 3,993

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,143 824 6,300

純資産額 （百万円） 13,628 19,827 18,907

総資産額 （百万円） 42,986 50,817 51,870

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 92.96 25.30 291.08

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 88.29 24.77 277.67

自己資本比率 （％） 31.4 38.3 36.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の概況

当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日までの３ヶ月間）におけるわが国経済

は、政府の推し進める経済、財政政策を背景に企業収益の拡大や設備投資の増加が見られたほか、個人消費や雇

用環境も改善の兆しを見せるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

またその他のアジア地域における経済は様々な要因により不確実な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、顧客やスーパーバイザーの増加に引き続き力を注いでまいりまし

た。

当期の当社グループの売上高は、その他アジア地域での売上規模の減少により総売上高19,689百万円（前年

同期比10.5％減少、為替の影響を除くと22.9％減少）、純売上高（売上割戻差引後）11,245百万円（前年同期比

8.9％減少、為替の影響を除くと21.5％減少）となりました。

営業利益は販売費及び一般管理費の増加により919百万円（前年同期比65.1％減少、為替の影響を除くと

71.4％減少）となりました。

経常利益は812百万円（前年同期比62.5％減少、為替の影響を除くと67.8％減少）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は344百万円（前年同期比73.5％減少、為替の影響を除くと76.2％減少）となりました。

当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、主に棚卸資産、その他の流動資産、その他の投資が減

少しましたが、売掛金が増加しました。

これらの結果、総資産は前連結会計年度末に比べ1,053百万円の減少となりました。

負債につきましては、未払売上割戻金、未払費用、代理店研修会議費引当金等が減少した結果、総負債は前

連結会計年度末に比べ1,972百万円の減少となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により344百万円増加し、為替の影響によ

り、為替換算調整勘定が446百万円増加しました。

また新株予約権が98百万円増加したこと等から、純資産は前連結会計年度末に比べ920百万円増加となりまし

た。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、198百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 25,920,000 25,920,000

　東京証券取引所

　ＪＡＳＤＡＱ

　（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 25,920,000 25,920,000 － －

 (注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年８月１日からこの第１四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年４月１日

～

平成27年６月30日

－ 25,920,000 － 100 － －
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　12,293,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　13,527,000 13,527 －

単元未満株式 普通株式　　　 100,000 － －

発行済株式総数 25,920,000 － －

総株主の議決権 － 13,527 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

シャクリー・グローバ

ル・グループ株式会社

東京都新宿区西新宿

二丁目６番１号
12,293,000 － 12,293,000 47.43

計 － 12,293,000 － 12,293,000 47.43

（注）第１四半期末現在の自己株式数は12,294,728株であります。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,701 19,598

売掛金 1,461 2,003

商品及び製品 4,678 4,602

原材料及び貯蔵品 2,825 2,448

その他 5,141 4,517

貸倒引当金 △16 △15

流動資産合計 33,793 33,155

固定資産   

有形固定資産 4,668 4,542

無形固定資産   

のれん 5,936 5,891

商標 4,636 4,721

その他 1,395 1,397

無形固定資産合計 11,968 12,010

投資その他の資産   

その他 1,440 1,109

投資その他の資産合計 1,440 1,109

固定資産合計 18,077 17,662

資産合計 51,870 50,817

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,832 1,690

1年内返済予定の長期借入金 722 730

1年以内のリース債務 498 478

未払売上割戻金 4,052 3,491

未払法人税等 322 276

未払費用 3,406 2,071

代理店研修会議費引当金 576 396

ポイント引当金 269 333

その他 2,371 2,454

流動負債合計 14,053 11,923

固定負債   

長期借入金 12,287 12,423

長期リース債務 2,216 2,208

役員退職慰労引当金 25 23

退職給付に係る負債 2,299 2,324

繰延税金負債 677 689

その他 1,402 1,397

固定負債合計 18,909 19,067

負債合計 32,962 30,990
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100 100

資本剰余金 1,205 1,203

利益剰余金 22,594 22,939

自己株式 △7,323 △7,325

株主資本合計 16,576 16,917

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7 11

為替換算調整勘定 2,927 3,373

退職給付に係る調整累計額 △848 △817

その他の包括利益累計額合計 2,086 2,566

新株予約権 245 343

純資産合計 18,907 19,827

負債純資産合計 51,870 50,817
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 12,343 11,245

売上原価 4,077 3,900

売上総利益 8,266 7,344

販売費及び一般管理費 5,630 6,425

営業利益 2,636 919

営業外収益   

受取利息 11 16

為替差益 － 80

その他 4 3

営業外収益合計 16 100

営業外費用   

支払利息 156 149

為替差損 260 －

その他 67 57

営業外費用合計 485 207

経常利益 2,166 812

税金等調整前四半期純利益 2,166 812

法人税等 863 468

四半期純利益 1,302 344

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,302 344
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 1,302 344

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 0 3

為替換算調整勘定 △173 445

退職給付に係る調整額 14 30

その他の包括利益合計 △159 479

四半期包括利益 1,143 824

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,143 824
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費

のれんの償却額

              273百万円

              140

              350百万円

              166

 

EDINET提出書類

シャクリー・グローバル・グループ株式会社(E03105)

訂正四半期報告書

13/17



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 日本 北米
その他
アジア
（注）１

合計

売上高       

外部顧客への売上高 1,442 3,372 7,528 12,343 － 12,343

セグメント間の内部売上高又
は振替高

126 4,727 － 4,854 △4,854 －

計 1,569 8,100 7,528 17,197 △4,854 12,343

セグメント利益 105 1,677 2,408 4,191 △1,555 2,636

（注）１.「その他アジア」の区分は、日本以外のアジア地域の現地法人の事業活動であります。

２.セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 日本 北米
その他
アジア
（注）１

合計

売上高       

外部顧客への売上高 1,555 3,892 5,797 11,245 - 11,245

セグメント間の内部売上高又
は振替高

179 1,567 - 1,747 △1,747 -

計 1,734 5,459 5,797 12,992 △1,747 11,245

セグメント利益 243 339 360 943 △24 919

（注）１.「その他アジア」の区分は、日本以外のアジア地域の現地法人の事業活動であります。

２.セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 92円96銭 25円30銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 1,302 344

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（百万円）
1,302 344

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,015 13,626

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 88円29銭 24円77銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万

円）
－ －

普通株式増加数（千株） 741 292

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月12日

シャクリー・グローバル・グループ株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 相 澤　　範 忠　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寒河江　祐一郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシャクリー・グ

ローバル・グループ株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シャクリー・グローバル・グループ株式会社及び連結子会社の平成27

年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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